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石
川
　
木
は
、
明
治
十
九
年
に
現
在
の

玉
山
村
に
生
ま
れ
、
青
春
時
代
を
盛
岡
市

で
す
ご
し
ま
し
た
。

北
海
道
各
地
で
新
聞
記
者
生
活
を
送
っ

た
後
上
京
し
、
歌
集
「
一
握
の
砂
」
を
発

表
し
歌
人
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
し

た
。
病
の
た
め
二
十
六
歳
の
若
さ
で
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
没
後
、
歌
集
「
悲
し
き

玩
具
」
も
出
版
さ
れ
、
そ
の
郷
愁
を
誘
う

歌
は
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

盛
岡
市
内
で
は
、
一
日
三
回
「
春
ま
だ

浅
く
」
の
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
、
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
十
一

年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
情
熱
の
詩
人
啄

木
」
の
伴
奏
曲
で
、
啄
木
の
小
説
「
雲
は

天
才
で
あ
る
」
の
一
節
が
歌
詞
と
な
っ
て

い
ま
す
。

玉
山
村
内
で
も
正
午
に「
春
ま
だ
浅
く
」

の
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
六
月
に
玉
山
村
で
開
催
さ
れ
る
啄
木

祭
で
は
、
渋
民
小
学
校
の
児
童
に
よ
り

「
春
ま
だ
浅
く
」
が
演
奏
さ
れ
て
お
り

（
写
真
）、
メ
ロ
デ
ィ
は
異
な
り
ま
す
が
、

同
校
の
校
歌
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。現

在
も
、両
市
村
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、

啄
木
ゆ
か
り
の
地
が
あ
り
、
数
多
く
の
文

学
碑
や
彫
刻
は
住
民
や
観
光
客
か
ら
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

盛
岡
市
と
玉
山
村
の
縁

「
石
川
啄、
木
」

啄、木祭で｢春まだ浅く｣を演奏する渋民小学校児童

合併をテーマに講演会を開催します
演題「これからの地方自治を考える」

日時：平成17年1月13日（木）午後2時～　　場所：盛岡市勤労福祉会館　5階大ホール　　
講師：岩手県地域振興部市町村課　総括課長　野本祐二氏
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十
二
月
十
一
日
、
玉
山
村
中
央

公
民
館
で
第
二
回
盛
岡
市
・
玉

山
村
合
併
協
議
会
（
会
長
・
谷

藤
裕
明
盛
岡
市
長
）
を
開
催
し

ま
し
た
。
協
議
会
に
は
、
谷
藤

会
長
、
工
藤
副
会
長
を
は
じ
め

委
員
二
八
名
が
出
席
し
、
活
発

に
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

こ
の
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

第
二
回
合
併
協
議
会
で
は
合
併
協
定
項
目
の

う
ち
、十
三
項
目
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
は
、

玉
山
村
の
財
産
、
債
務
は
全
て
盛
岡
市
に
引
き

継
ぐ
こ
と
。
盛
岡
市
に
お
か
れ
て
い
る
財
産
区

は
現
行
ど
お
り
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。「

条
例
、
規
則
等
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
は
、

合
併
に
伴
い
玉
山
村
の
条
例
等
は
効
力
を
失
う

こ
と
か
ら
、
合
併
協
議
会
で
協
議
、
承
認
さ
れ

た
各
種
事
務
事
業
の
調
整
方
針
に
基
づ
き
、
条

例
等
の
改
正
、
新
設
を
行
う
こ
と
。
玉
山
村
の

事
務
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
あ
る
い
は
廃
止
す
る

た
め
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
。
公
の
施
設

事
業
所
税
は
、
都
市
環
境
の
整
備
の
た
め
一

定
規
模
以
上
の
事
業
所
等
に
特
別
の
税
負
担
を

求
め
る
目
的
税
で
あ
り
、
人
口
三
十
万
人
以
上

の
都
市
が
政
令
に
よ
り
課
税
団
体
と
し
て
指
定

さ
れ
る
も
の
で
す
。

盛
岡
市
と
玉
山
村
が
平
成
十
八
年
一
月
に
合

併
す
れ
ば
、
人
口
が
三
十
万
人
以
上
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
課
税
団
体
の
指
定
は

五
年
経
過
後
の
平
成
二
十
三
年
一
月
以
降
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
の
人
口
推
計

で
は
人
口
が
三
十
万
人
以
上
で
あ
る
か
ど
う
か

微
妙
な
状
況
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
協
議
会
で
は
、
新
市
建
設

計
画
の
財
政
計
画
に
事
業
所
税
を
見
込
む
か
ど

う
か
協
議
が
行
わ
れ
、
堅
実
な
財
政
計
画
と
す

る
た
め
、
見
込
ま
な
い
方
針
と
し
ま
し
た
。

新
市
建
設
計
画
で
は
、
新
市
の
一
体
性
を
確

保
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
計
画
内
容
を

工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

十
三
項
目
の

合
併
協
定
項
目
を
承
認

事
業
所
税
の

取
扱
い
に
つ
い
て
協
議

に
つ
い
て
、
盛
岡
市
の
施
設
と
し
て
設
置
す
る

た
め
、
条
例
等
の
改
正
、
新
設
を
行
う
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
十
一
項
目
に
つ
い
て
も
事
務
局
の

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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今
回
の
協
議
会
で
は
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
考
え
方
と
な
る「
新
市
建
設
計
画
」

（
案
）
が
事
務
局
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
章
　
序
論

第
二
章
　
建
設
計
画
策
定
の
方
針

第
三
章
　
地
域
の
現
況
と
課
題

第
四
章
　
新
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
　

第
五
章
　
分
野
別
施
策
の
概
要

ま
た
新
市
建
設
計
画
に
中
核
市
へ
の
移
行
の

表
現
を
盛
り
込
み
む
こ
と
や
、
具
体
的
で
分
か

り
や
す
い
内
容
と
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
協
議
会
で
承
認
さ
れ
た
合
併
協
定
項

目
（
左
表
）
の
う
ち
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
特
に

関
わ
り
の
深
い
事
務
事
業
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
か
を
協

議
す
る
た
め
、
十
一
の
専
門
部
会
を
設
け
て

い
ま
す
。

十
二
月
二
日
に
は
一
回
目
の
専
門
部
会
が
開

催
さ
れ
、
第
一
回
合
併
協
議
会
で
承
認
さ
れ
た

調
整
方
針
の
基
本
原
則
と
任
意
協
議
会
で
の
調

整
方
針
を
踏
ま
え
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
一

元
化
を
図
る
の
か
な
ど
具
体
的
な
調
整
方
針
を

協
議
し
ま
し
た
。

今
後
、
随
時
専
門
部
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
グ
ル
ー
プ
会
議
で
の
協
議
を
行
い
、
調
整

方
針
案
が
ま
と
ま
っ
た
項
目
か
ら
順
次
、
協
議

会
に
提
案
さ
れ
ま
す
。

合　併　協　定　項　目
新
市
建
設
計
画
（
案
）

示
さ
れ
る

事
務
事
業
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
調
整
は
じ
ま
る

そ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
今
回
説
明
さ
れ
た

「
新
市
建
設
計
画
」（
案
）
を
修
正
し
、
三
回
目

以
降
の
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
新
市
の
主
要

事
業
、
財
政
計
画
と
と
も
に
提
案
す
る
予
定

で
す
。

№ 協 定 項 目
基本的項目

1 合併の方式
2 合併の期日
3 新市の名称
4 新市事務所の位置
5 財産及び債務の取扱い

合併特例法に定める項目
6 議員の定数及び任期の取扱い
7 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い
8 地方税の取扱い
9 一般職の職員の身分の取扱い
10 地域自治制度の取扱い

その他の項目
11 特別職の身分の取扱い
12 条例、規則等の取扱い
13 事務組織及び機構の取扱い
14 一部事務組合等の取扱い
15 使用料、手数料等の取扱い
16 公共的団体等の取扱い
17 補助金、交付金等の取扱い
18 町名、字名の取扱い
19 慣行の取扱い
20 国民健康保険事業の取扱い
21 介護保険事業の取扱い
22 消防団の取扱い
23 行政区の取扱い
24 電算システムの取扱い
25 事務事業の取扱い
25 1 女性施策推進事業
25 2 姉妹都市、国際交流事業
25 3 地域情報化事業
25 4 広報広聴事業
25 5 納税関係事業
25 6 消防防災関係事業
25 7 交通対策事業
25 8 窓口業務
25 9 保健事業
25 10 衛生事業
25 11 障害者福祉事業
25 12 高齢者福祉事業
25 13 児童福祉事業
25 14 保育事業
25 15 生活保護事業
25 16 その他福祉事業
25 17 健康づくり事業
25 18 ごみ・し尿処理事業
25 19 環境対策事業
25 20 農業関係事業
25 21 畜産・林業関係事業
25 22 商工観光関係事業
25 23 勤労者、消費者関連事業
25 24 都市整備事業
25 25 上下水道事業
25 26 市村立学校設置・学校給食事業
25 27 学校教育事業
25 28 文化・芸術振興事業
25 29 コミュニティ施策
25 30 社会教育事業
25 31 定住化対策事業
25 32 契約事務
25 33 指定金融機関の調整等
25 34 情報公開制度
25 35 青少年健全育成事業

合併特例法に定める項目
26 新市建設計画

専門部会で調整方針について熱心に協議されました。
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盛岡市・玉山村合併協議会では，住民の皆さ

んに広く情報を提供するため

ホームページを開設

しました。今後、

協議会の資料など

詳しい情報を随時掲載して

いきますのでどうぞご覧下さい。

※ 合併協議会だよりは、岩手県の地域活性化事業調整費補助金を活用して作成しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています。

Ｑ
「
合
併
協
議
会
」
と
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ
「
合
併
協
議
会
」
と
は
、
地
方
自
治
法
及

び
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
経
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
新
市
建
設
計
画
の

作
成
を
は
じ
め
、
事
務
事
業
等
の
水
準
調
整
、
合

併
協
定
項
目
の
協
議
な
ど
、
合
併
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
場
で
す
。

協
議
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
だ
よ
り
や

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
随
時
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
合
併
協
議
会
で
作
成
さ
れ
る
「
新

市
建
設
計
画
」
と
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ
「
新
市
建
設
計
画
」
と
は
、
合
併
後
の
新

市
に
お
け
る
速
や
か
な
一
体
化
と
均
衡
あ

る
都
市
基
盤
の
整
備
を
図
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の
基
本
指
針
や
新
市

の
主
要
事
業
、
財
政
計
画
な
ど
を
定
め
る
も
の

で
す
。

こ
の
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
、
合
併
特

例
法
に
お
け
る
合
併
特
例
債
な
ど
の
財
政
措
置
の

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
合
併
特
例
法
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
両
市
村

の
議
会
議
決
を
経
て
県
知
事
に
合
併
の
申
請
を
行

い
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
合
併
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ａ
「
合
併
特
例
債
」
と
は
、
新
市
の
一

体
性
・
均
衡
を
確
立
す
る
た
め
に
必

要
な
施
設
整
備
・
統
合
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
と
な
る
、
特

例
的
に
認
め
ら
れ
た
＊

地
方
債
で
す
。

一
般
的
な
地
方
債
と
異
な
り
「
合
併
特
例

債
」
は
後
年
度
元
利
償
還
金
の
七
十
％
が
普

通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
、
残
り
の
三
十
％
が

市
町
村
の
実
質
的
な
持
ち
出
し
と
な
り
ま

す
。（
下
図
）

た
だ
し
、有
利
な
財
源
で
あ
る
と
は
い
え
、

借
金
に
は
変
わ
り
が
な
い
の
で
、
新
市
の
主

要
事
業
や
後
年
度
の
財
政
負
担
を
考
慮
し

て
、
真
に
必
要
な
事
業
に
活
用
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊
地
方
債
と
は
、
生
活
環
境
の
向
上
や
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
資
金
調
達
の
方
法
と
し
て
市

町
村
が
発
行
す
る
債
券
（
借
金
）
で
す
。

＊例えば、合併特例債を100万円利用した場合、返済
額のうち70万円が国から交付されるため、実質的な
持ち出しが30万円になります。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

合併特例債 

□普通交付税が交付される割合　□実質返済割合 

70％ 30％ 

Ｑ
「
中
核
市
」
と
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ
人
口
が
二
十
万
人
以
上
に
な
る
と
特

例
市
、
三
十
万
人
以
上
で
面
積
が
百

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
と
中
核
市
、
五

十
万
人
以
上
に
な
る
と
指
定
都
市
の
政
令
指

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
都
市
の
規
模
能

力
に
応
じ
た
特
例
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

現
在
盛
岡
市
は
特
例
市
に
指
定
さ
れ
て
い

て
、
合
併
に
よ
り
人
口
が
三
十
万
人
以
上
に

な
る
と
中
核
市
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
核
市
に
な
る
と
、
県
か
ら
の
権
限
移
譲

に
よ
り
、
新
市
で
直
接
事
務
を
行
う
こ
と
と

な
り
、
事
務
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
保
健
、
福
祉
な
ど
生
活

に
関
わ
り
が
深
い
分
野
に
お
い
て
、
今
ま
で

以
上
に
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
景
観
な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
る
権
限
も
強
化
さ
れ
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
都
市
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増

加
や
企
業
立
地
が
促
進
さ
れ
、
産
業
の
振
興

な
ど
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

財
政
面
で
の
特
例
措
置
も
あ
り
、
財
政
基

盤
の
強
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
「
合
併
特
例
債
」
と
は
な
ん
で
す
か
。


